
　

こ
の
3
年
間
、
式
典
や
集
会
の
た
び
に
、
生
徒
に
は

意
図
的
に
夏
目
漱
石
の
話
を
し
て
き
た
。

  

西
洋
文
明
が
怒
濤
の
勢
い
で
押
し
寄
せ
た
明
治
の
時

代
に
、
外
圧
に
流
さ
れ
な
い
内
発
的
開
化
を
主
張
し
た

漱
石
の
生
き
方
や
世
界
観
が
、
今
の
時
代
で
も
本
質
を

突
い
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
自
国
の

権
利
を
主
張
し
合
い
、
い
さ
か
い
の
絶
え
な
い
今
の
国

際
社
会
を
見
て
も
、
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
超
克
を

テ
ー
マ
に
し
た
漱
石
の
作
品
は
、
極
め
て
現
代
的
で
あ

り
、
ま
た
永
遠
の
テ
ー
マ
を
含
む
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。

  

そ
れ
に
、
私
は
ひ
そ
か
に
、
秋
高
の
校
歌
に
は
漱
石

の
文
学
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
漱
石
マ
ニ
ア
の
牽
強
付
会

と
失
笑
さ
れ
る
の
が
落
ち
で
あ
り
、
生
徒
に
も
話
し
た

こ
と
は
な
い
）
。

　

実
は
、
校
歌
を
作
詞
し
た
土
井
晩
翠
と
漱
石
の
間
に

は
、
浅
か
ら
ぬ
「
因
縁
」
が
あ
る
。
二
人
と
も
当
時
は

数
少
な
い
日
本
人
の
英
文
学
教
師
で
あ
り
、
と
も
に
漢

詩
文
へ
の
教
養
が
深
い
。
何
よ
り
も
晩
翠
は
漱
石
を
先

輩
と
し
て
尊
敬
し
て
い
る
し
、
漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
へ
留

学
中
、
訪
ね
て
行
っ
て
10
日
近
く
も
泊
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
晩
翠
は
漱
石
山
房
へ
出
入
り
し
て
お
り
、
交

流
は
浅
く
は
な
い
。

　

校
歌
四
番
の
「
敬
天
愛
人
」
は
、
晩
翠
の
「
天
地
有

情
」
と
も
通
じ
る
し
、
漱
石
の
「
則
天
去
私
」
を
も
髣

髴
と
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
「
理
想
を
高
く
お
の
れ
を

修
め
て
世
の
た
め
つ
く
す
」
は
、
い
わ
ば
本
校
の
伝
統

的
精
神
を
象
徴
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ

の
言
葉
は
、
漱
石
が
教
育
論
で
あ
る
『
愚
見
数
則
』
を

は
じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
述
べ
て
い
る
内

容
で
も
あ
る
。
「
漱
石
信
者
」
で
あ
る
私
の
妄
想
と
い

う
誹
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
校
の
校
歌
に

は
漱
石
の
影
響
が
垣
間
見
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

た
だ
、
晩
翠
と
漱
石
の
「
因
縁
」
は
根
深
い
。
漱
石

の
死
後
、
夫
人
が
「
生
前
漱
石
は
『
晩
翠
が
自
分
を
蹴

落
と
し
て
東
大
教
授
に
就
く
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
漱

石
が
発
狂
し
た
と
い
う
電
報
を
日
本
に
打
っ
た
』
と

思
っ
て
い
た
」
と
い
う
話
を
発
表
す
る
の
で
あ
る
。
さ

す
が
の
晩
翠
も
こ
れ
に
は
憤
り
を
押
さ
え
切
れ
ず
反
論

…
…
、
真
偽
は
不
明
だ
が
、
私
は
夫
人
の
作
り
話
で
は

な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
、
秋
高
の
校
歌
か
ら
は
、
漱
石
を
は
じ
め
と

す
る
明
治
の
最
も
優
れ
た
知
性
や
精
神
の
雰
囲
気
が
感

じ
ら
れ
、
非
常
に
好
も
し
い
。
五
番
ま
で
歌
っ
て
初
め

て
一
篇
を
為
す
こ
の
歌
詞
は
、
ま
さ
に
起
承
転
結
の
構

成
を
持
つ
一
篇
の
漢
詩
で
あ
る
。
生
徒
諸
君
に
は
今
後

も
、
校
歌
は
是
非
五
番
ま
で
歌
っ
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
皆
様
方
へ
心
か
ら
の
感
謝
を
捧

げ
、
お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
3
年
間
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
に
あ
た
っ
て

�
前
校
長　
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貢
（
昭
和
47
卒
）

今
春
卒
業
生
の
概
況

　

今
年
の
卒
業
生
総
数
は
3
0
9

人
。
国
公
立
（
管
外
大
含
む
）
大

学
合
格
者
は
総
数
1
6
8
人
（
昨

年
比
＋
19
）
で
、
内
訳
と
し
て
は

前
期
95
人
、
後
期
38
人
、
独
自
日

程
2
人
、
推
薦
A
Ｏ
33
人
で
し

た
。
私
立
大
学
合
格
者
延
べ
数
は

1
6
8
人
（
＋
45
）
で
、
推
薦
・

A
Ｏ
14
人
で
し
た
。
進
学
者
は
国

公
立
大
学
1
5
8
人
（
＋
20
）
、

私
立
大
学
50
人
（
＋
11
）
で
、
合

格
率
72
・
4
％
、
進
学
率
58
・

8
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。

　

3
月
卒
業
生
の
合
格
者
数
は
別

表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
東
京

大
学
は
3
人
（
±
0
）
、
東
北
37

人
（
＋
4
）
、
秋
田
40
人
（
＋

13
）
、
新
潟
22
人
（
＋
9
）
、
国

公
立
大
学
医
学
部
医
学
科
は
26
人

（
＋
19
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
北
海
道
9
人
、
東
京
学
芸
・

宮
城
教
育
各
7
人
、
国
際
教
養
3

人
、
京
都
2
人
、
お
茶
の
水
1
人
。

さ
ら
に
、
私
立
大
学
で
は
、
早
稲
田

14
人
（
＋
1
）
、
慶
應
義
塾
5
人

（
＋
2
）
、
明
治
15
人
（
－
1
）
、

中
央
13
人
（
＋
5
）
、
東
京
理
科
・

法
政
各
9
人
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

過
年
度
卒
業
生
の
概
況

  

国
公
立
大
学
の
合
格
者
は
、
秋

田
25
人
、
東
北
13
人
、
東
京
6

人
、
新
潟
・
東
京
学
芸
各
6
人
、

北
海
道
4
人
、
京
都
2
人
、
大
阪

1
人
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
私
立
大
学
は
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
と
に
か
く
、
第
一
志
望
に

こ
だ
わ
っ
て
目
標
を
下
げ
ず
に
努

力
し
た
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
入
試
の
特
徴

　

東
京
大
学
合
格
者
は
、
現
役
3

人
＋
過
卒
6
人
の
合
わ
せ
て
9
人

で
し
た
。
全
国
的
に
地
方
の
公
立

高
校
が
苦
戦
し
て
い
る
な
か
、
東

北
地
区
で
は
2
番
目
の
合
格
数
で

あ
り
健
闘
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

東
北
大
学
の
合
格
者
は
、
現
役

37
人
＋
過
卒
13
人
の
合
わ
せ
て
50

人
で
し
た
。
特
に
医
学
部
医
学
科

は
現
役
4
人
＋
過
卒
1
人
の
5
人

は
特
筆
す
べ
き
成
果
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

　

医
学
部
医
学
科
の
合
格
者
に
つ

い
て
は
、
現
役
26
人
＋
過
卒
25
人

の
合
わ
せ
て
51
人
で
あ
り
、
記
録

に
残
っ
て
い
る
な
か
で
は
過
去
最

高
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

東
大
9
人
、
東
北
大
50
人

医
学
部
医
学
科
51
人
合
格

平
成
26
年
度
進
路
状
況
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